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はじめに
宮古島の狩俣では,夏 の粟 プーズ(豊 年祭)に おいて二一 ラー グとい う長い叙事歌がうたわれて き
た(写 真①)。一般 には 「祖神のニー リ」の名で知 られているが,狩俣ではニーラーグ(ニ ー リアー
グ) とか,単 に二一 リと呼んでいる。 二一 リは海の彼方に坐す祖先神,ア ーグは歌の意 と解されてい
るω。これは狩俣のウプグフム トゥ(大 城元)に 所属する男のフ ァーマー(氏 子) が中心 となって う


















.難 灘 一'3灘　 猫















① 二一ラーグの歌唱(夏 の粟プ ーズ)
奥の右からアーグ主2人 と前のア「グ主。
4村の創世神話か ら繁栄の歴史 に至る,こ れほど大 きな構想 をもった歌は他に例がな く,狩俣の神女
たちが うた うター ビやフサな どの神歌 とともに,現 在の南島歌謡を代表するもっとも重要な 口承文芸
の一つ と言ってよい。 しか も,狩 俣の社会 とその祭祀 においていまも生 きて機能 している ところが特
に往日されるのであ り,そ のうたわれる音声 と現場に接することによって歌謡 というものの生態を知
りうる貴重な事例 となっているのである。
しかし,ニ ーラーグは歌唱 を担当するアーグ主に後継者がな く,19981)一か ら中断 している。昨年
と今年 と2年 続けてうたわれていない。アーグ主の経験者 も現在3名 しかいない とい う状況であ る。
その調査 と記録は,い まや緊急の課題 と言 えよう。そこで本論では,夏 プーーズでの二一ラーグの記録
やアーグ主 と呼ばれる歌唱者への聞き取 り調査を通 して得た資料をもとに,二 一ラーグの テキ ス トと
アーグ主による伝承の実態について基礎的な研究成果 を報告するものである。
1二 一ラー グの テキ ス ト
ニーラーゲ研究の嗜矢
狩俣の二一ラーグを広 く知 らしめたのは,稲 村賢救民の1957年『宮古島庶属吏』および1962年『宮
古島旧記並史歌集解』である。稲村氏は 「狩俣 うやがむのに一 り」5編の解説や詞章の:全文 とその解
釈を記 した。そ して,そ の5編 は2～3百年以上の時間を要 して15世紀末までに段階的にできあがっ
た こと,ま た宮 古地方では15世紀か ら16世紀 にかけて二一 リか らアヤグへ と史歌の発達 と変遷があ
ったことを論 じた。冬の 「うやがむ祭」で神女たちによって 「祖神のに一 り」がうたわれる とする点
に事実誤認 があるものの,狩 俣のニー ラ「グをす ぐれた知見を加えて紹介 した稲村民の功績は多大 で
ある。狩俣のニー ラーグ研究はここに始ま り,その後詞章の採録 も行われ るようになった。それらの
テキス トを以下 に整理 しておこう。
稲村氏が記録 した詞章は,前掲 『宮古島旧記並史歌集解』に 「部落の古老狩俣吉蔵氏が若い時から
記お くしていた歌 を採録 した もの」 とある。稲村氏が1962年以前のいつ聞 き取 りを したのか不明で
あ るが,「古老狩俣吉蔵氏」 とあるから,狩 俣吉蔵氏がアデ グ主を譲 ってからの ことで,1962年から
それほ どさかのぼ らない時期であろう。
外間 ・新里両氏による狩俣の神歌採集
1964年には,外 間守善氏 ・新里幸昭氏が当時80歳の狩俣吉蔵氏か ら 「狩俣祖神の二一 リ」を採集
している。1966年に琉球大学民俗研究クラブも狩俣吉蔵氏か ら 「祖神二輪 リ」を聞 き,同 年r沖 縄
民俗』12号に第4章(途 中省略あ り)ま で収録 している。 また,外 間氏は音声表記 と口語訳を加 え
て1968年r宮古諸 島学術調査報告(言 語 ・文学編)』にその詞章を紹介 し,1971年『日本庶民生活史
料集成』第19巻〈南島歌謡〉にも収めた。
さらに外間 ・新里両氏は,1972年r宮古島の神歌』 に 「狩俣祖神の二一 リ」 を音声表記 と口語訳
付きで,ピ ャーシ ・フサ ・タービの冒頭に掲げ,こ れによって狩俣の神歌 とニーラーグを含む宮古歌
5宮古島狩俣のニーラーグ一 一アーグ主の伝承を中心に一
諾の全貌が見渡せ るようにな った。 さらに1978年『南島歌謡大成皿宮古編』 に も収録 し,宮 古の歌
謡そして南島歌謡の全体において飛躍的に比較研究が可能になった。r南島歌謡大成』全5巻 の完成
は狩俣のニーラーグ研究に とって も,画 期的 な意味 をもったのであ る。以上『宮古島旧記並史歌集解』
とr南島歌謡大成皿宮古編』に代表される本文は,すべて狩俣吉蔵氏から採録された詞章であるから,
これ らを狩俣古蔵テキス トと位置づけ るこ とがで きる。
『南島歌謡大成』以後のテキス ト
r南島歌謡大成 皿宮古編』が出た翌年の1979年,池宮正治 「宮古狩俣のニー リー 一一五〇年前のノー
ト 」(『沖縄地方の民間文芸 〈総合研究>1』)は,鎌 倉芳太郎氏が1922(大正11)年に狩俣調査の
際 に入手 したニー ラーグのノー トを発見 し,解説を付 して紹介 した。本文は,ア ーグ主に選ばれた狩
俣新茂が,1920(大正9)年 に前任のアーグ主 久貝戸助の伝承す る詞章を筆記 した ものだ とい う。そ
のノー トは本文を7編 に分け,漢 字 に片仮名 と平仮名 を交 えて詞章を書 き取 っている。私たちは池
宮氏の報告によって大正時代の詞章を見 ることがで きると同時に,備 忘のノー トが早 くか らあったこ
とを知 り得たのである。
その後,1987年r平良市史』第7巻 資料編5(民 俗 ・歌謡)に は,平 良新亮氏が1980年の夏プー
ズの際にアーグ主の狩俣昌喜氏(大正13年生まれ)か ら採集 した詞章が収められた。昌喜氏は中断
する1997年まで前のアーグ主 として指導的な役割を果 して きた人である。
これ まで取 り上 げた ものはすべて文献 に記載さ:れた二一ラーグの詞章であるが,1997年までアー
グ主を務めた平良昌済民(昭 和11年生まれ)'の録 音テープが私の手元にあ る。 昌清氏 はアー グ主 を
15年間務め,一 昨年 まで二一ラーグをうたい続けて きた人であ る。従 って,昌 清氏が うたった もの
はニー ラーグの もっとも新 しいテキス トということになる。
以上,私 が知 り得た二一ラーグは,大 正時代の久貝戸助,昭 和30年代の狩俣吉蔵,昭 和50年代 の
狩俣昌喜,そ して最近の平良昌清の四名の方 による,そ れぞれ時代の異な る4種 類のテキス トであ
る。 これ らはニー ラーグが どのように伝承されて きたかを知るための有力な比較資料 と言 えよう。
2テ キス トの異同
祖神と英雄の一大叙事詩
二一 ラーグはその内容か ら5章 に分け られ る。第1章 は,狩 俣の始祖神の系譜 がうたわれる。 天
の赤星太陽の子英主 太陽の大按司豊見親 山のフシラズ 真屋のマツメガと続 く系譜であ
る。言葉 を少 しずつずら してい く対句仕立ての詞章を,両 手を開いて左右に振 りなが ら,ゆ っ くりと
荘重 にうたい出す。第2章 は,大 城真玉が生んだ二男五女の系譜。・マパルマ(女),真 山戸(男),
世勝 り(男),シ シミガ(女),マ カナシ(女),マ バ ラジ(女)と 続 き,最 後 に手 が器用な真津真良
(女)の誕生で終わ る。第3章 では,織 物の名手真津真良の名が琉球王にまで聞 こえるほ ど,村 が繁
栄する。軍勢がその富 を奪おうと押 し寄せて辛た時,真 津真良、の甥の真屋のマブコイが激 しい戦闘の
6末,撃 退す る。英雄的 な活躍 をする真屋 のマブ コイを讃 えて終 わる。第4章 では,大 城殿 とい う男
酋の時代にな り,パ ルマヤーの甥 に井戸を掘 らせ,大 城の家にお神酒を持ち寄 って三夜 にわたって盛
大にお祝いをする。戦闘を機に女酋から男酋に交替し,鉄製工具を使った土木事業によって繁栄 して
い く様が うたわれ る。歌の調子が途中で変わる。第5章 は,大 城 真玉の次男の世勝 りが,パ ギン ミ
に屋敷を構え,その力が仲宗根豊見親に認められて造船や貿易を盛んに推進 し,世勝りの名声は琉球
国王にまで聞こえたことを うた う。 この章 がもっとも長 く,途中で うたい方が変わ る。
このよ うに第1章 と第2章 の神 から人への系譜,第3章 の女酋か ら男酋へ替わる時の英雄の出現,
さらに第4章 と第5章 の社会的事業の推進から狩俣の繁栄に至る,ま さに 「一大叙事詩」と呼ぶに
ふさわ しい史歌 と言え よう。
テキス ト3種の異同状況
前掲4種 のテキ ス トは,以 上の内容 を一様 に伝 えていて相違 す るところがない。狩俣昌喜氏な ど
アーグ主の経験者たちによれば,そ の詞章は一言一句誤 りな く厳格に伝 えるべ きものだった とい う。
それでは,テ キス トの間に少 しの異同もないのであ ろうか。そ こで,『平 良市史』の狩俣昌喜テキス
ト(〈市〉 と略称,以 下同 じ)を底本 とし,『南島歌謡大成皿宮古編』 の狩俣吉蔵テキス ト(〈大〉)と
平良昌清テキス ト(〈平〉)でその異同箇所を示 してみよう。平良昌清テキス トについては,1990年,
1992年,1995年,1996年の4回 の録 音 の うち,こ こでは1990年の テー プ を採 用 した 。 ま た,『 平 良
市史』の本文で,第4章 の行 を示す番号の34が抜けてい るが,こ れは単 なる ミスプ リン トと見て通
し番号に直 した。
第1章
①11トヨン トー リ ウラマぜ いつまで も響動んで お られませ
ミャガス トー リ ウラマぜ いつまで も名揚 げられ てお られませ
12ユム トゥヌ ウプカソ 四元の 大神
ユイビマス ウプカソ 四イビマの カミャロズ 〈神名〉
13トゥユソ ウプグスクソ 響動む 大城に
ヤグ ミ サ トゥンナカソ 恐れ多い 里の中に
(中略)
201一ソ トー リ ウラマぜ いつまで も響動んで おられ ませ
ミャガス トー リ ウラマぜ いつ までも名揚げ られてお られ ませ
〈大>11～20の20行な し
②<平>16の後,15の2行 を繰 り返 す
第3章
③13ニスマガ ミ(根 島ニスマ)ま で
シラスガ ミ}ウ ユタレ シラス(二 一 ラ)ま で とよまれ よ
14ウキナガミ 沖縄 まで
7宮古恥狩俣のニーラーグー アーグ主の伝承を中心に一
ウマイガミ トゥユタレ 御前(王)ま で とよまれよ
<平>13の2行 と14の2行を入れ替える
第4章
④11イカラソデ ィ ヤラビ 「髪を洗 うのだよ,童,
テソミソデ ィ アテ ィナ 手 を洗 うのだ よ,子 ども」
〈平〉一行 目 「イカ ラソデ ィ」 と2行 目 「テソミソディ」 を入れ替 える
⑤49マス トゥリャバ サマエ マス トゥ(枡 取)リ や 際 費の割当)を なされ
〈平〉「ズガ トラパ サマエ マ ス トラパ サマ エ」
〈大〉「ジか ど うりゃぱ さまえ まシと うりゃば さまえ」
第5章
⑥21ヌヌ トゥソナ ツンテ 布 をた くさん 積んで
カシ トンナ ツンテ 紹(糸)を た くさん 積 んで
〈大>21の2行 の後,「ぎらいわ しか らや シた ていわ しが らや」あ り
⑦24スクマニス ナウ レ 風は北風 に 変 り
〈大〉「シ くな ばい ばいや」
⑧32パイスマヌ ウヤウや 南 島(八 重 山)の 親 親は
パスギス タヌ トノ トノ 南桁(八 重山)の 織殿は
<大>32の2行な し
⑨42フナパラヌ ソティキ ャー(そ れな ら)船 腹に 満ちるまで
フナキ ドゥヌ ソテ ィキャー 船舷に 満ちるまで
〈大>42の2行 な し
⑩62スタテ ィワー シ ウ リパ(船 の)仕 立 ても すんで
ウスティワー シ ウ リバ 追 し手(出 船)の 支度 も すん で
〈大〉「シたて いわ しが らや うシて いわ しが らや」
⑪65カジマチ ウ リパ 風 を待 って いる と
ウステ ィマチ ウ リバ 押 し手(追 風)を 待 っていると
〈平>65の 前,「 ツ ミ ャギ ワー シ カ ラ ヨ ギ ョラ イ ワー シ カラヨ」あ り
⑫76の2行 目ク ミファダキ ウムイ 自分の宿 した子 どもほ どに 思い
〈大〉「くみふ あだき さまい」
⑬87ストギス デ ャーソ ステ ィガラ 祈 りを 捧げ 終 る と
ヨース デャーソ スティガラ 祝福 を 捧げ 終 る と
〈平〉〈大〉 とも87の2行な し
⑭92カジマチ ウ リバ 風 を 待って いる と
ウステ ィ マチ ウ リバ 追 っ手の風 を 待って いる と
〈平>92の後,「ユカ ラディ ヤ リバ ソカラデ ィ ヤ リパ」,〈大〉同 じ く 「ゆか らで い やりば
.、
8
んさ らでい や りぱ」あ り
⑮93スクマニス ナ ウレ スクマニス(季 節風の西風)が 直 って
〈大〉「す くなば い ばいや」
⑯05カスマタヌ ウヤヨ 狩俣の 親 よ
トヨソ ヨマサス ヨ とよむ ユマサスよ
(中略)
09アンシ ウリ ミュリバ あの ように して 参 られたので
カソシ ウリ ミュリバ この ようにして 参 られたので
〈大>05～09の10行な し
⑰11ウシ ュウヌ ウイカラ 御主(首 里王)の 御下贈品を
ボーヌ ウイカラ 坊(首 里王)の 御下贈品を
〈大>1]の2行 な し
ニーラーグの詞章 に関 しては,正 確に伝 えることが厳格に守 られていると思っていたので,こ れほ
どの異同があることにはい ささか驚 きを禁 じ得ない。 これによって二一ラーグの詞章が一つでないこ
とが分かる。いや逆 に,2時 間以上 も何 も見ないで うたわれるのに,こ れだけ しか異 同がないと見る
こともできる。それは伝承看たちが詞章の正確な継承のために注いだ並々ならぬ努力に他ならない。
生 きて機能 している 口頭伝承は常に逸脱 と脱落 をはらんでいる。二一ラーグに とって も異同は避け ら
れない。それが口頭伝承の生態 とい うものだろう。
異同の整理と傾向
次に異同のあ り方 を整理 して示 してみ よう。
A対句 ・対語が入れ替わった もの一一③④
B一 語 を うた い替 えた もの 一一・7101215
C対句が1行 ない し2行 脱落 したもの
(D〈平〉〈大〉にあ って 〈市〉 にない もの一 一⑤⑭




D10行以上 にわたって脱落 した もの一一① ⑯
二一 ラーグの詞章 は対句 ・対語や くり返 しによってうたわれる。狩俣では対句を 「ふた声 」 と呼ん
で 日常語 と異 なる神歌の言葉 と理解され②,「神の言葉は必ずふた声 になる」(ユーヌヌスをつ とめる
久貝マツさんの談)と 言われている。 しか し,対 句や くり返 しは類似の言葉ゆえに紛 らわ しい言葉 と
なって,ア ーグ主の 口元をつい狂わせて しまうことがあろう。A～Cの 異 同は多かれ少 なかれその よ
うな対句 ・くり返 しの紛 らわ しさに関係 してい ると見 られる。
9宮古島狩俣の二一ラーグ一一 ・一アーグ主の伝承を中心に
異同という伝承の生態
明らかな例 としては,(1トー⑤⑭である。 これは く平〉〈大〉 も対句になっているのに,〈市〉では片
方だけ しか うたわれなかった とい うことであろう。1999年8月,狩俣昌喜氏がノー トを見なが ら二
一ラーグをうたった時 ,両方 ともここは きちん と対句になっていた。 この部分は類似の対句が2回
くり返 される部分で,唱 謡される時に…方が落ちて しまうことは十分あ り得るのである。平良昌清氏
の場合の対句を入れ替 えて うた ったAの ③④ も同様の事情 と考 えられる。それ らはうたわれる歌謡
の宿命的な現象である。
しか し,Bの7lo2×1:,cの(2)一⑧⑨ ⑰,(5>.…⑥ の場 合は,〈市 〉〈平〉 と く大〉 との明 らかな 相違
を示す異同である。Bの 場合は,⑦ ⑮ のようにある傾向をもった異同 と見 られるが,Cに は単に脱落
では説 明で きないテキス トの独 自性のようなものが表れている。 ここには狩俣古蔵テキス トか らそれ
以後のテキス トへの継承の問題が含まれているのか もし;れない。
もちろん,5年,6年 と唱話 している間に,本 来ないはずの独 自の詞章がアーグ主によってもたら
されることもあ り得る。Bの(3)一⑬ や④一②⑪は,そ の代のアーグ主に関わる異同の可能性があ る。
平良昌清氏は,自 分がアーグ主の時に前 にはうたわなかった句を入れて うたったと教えて くれた。そ
して,前 のアーグ主であった狩俣昌喜氏か らも,その ことは平良氏か ら相談されて了解 していると聞
いた。それはおそらく(4>一⑪ であろう。②は直前の対句がつい くり返された ものと考えられるが,⑪
には確かな根拠がある。 この後の91と92に同 じ形が出て くるので,そ れ と合わせるために91と回向
を入れた と見てよい。 この方がはるかにうたいやすい。 しか しそれは,あ くまでうたい方の小さい範
囲 に とどま ってい る。
狩俣吉蔵テキス トの独自性
ところが,Dの ①⑯は く市〉〈平〉 と く大〉の間の大 きな相違 を示 している。① は く大〉になかっ
た 「四元の神」を新たに立ててその神威を讃えるものである。「四元の神」とは,ウ プグフム トゥ(大
城 元)の アサ テ ィダ ・ウマ テ ィダ,ナ ーマ ム トゥ(仲 間元)の マー ソツザー リュウグヌス ・パ マ ヌサ
トゥヌス,シ ダテ ィム トウ(志 立元)の ユーヌ ヌス,ナ … ン ミム トゥ(伸 嶺元)の ミズヌヌ スの こ と
で,狩 俣を代表す る神々である(3)。しか し祖神の系譜から見れば,前 半の20行で完結 しており,「西
元の神」だけを取 り上げる後半部は明 らかにつなが りがよくない。1の始祖神か ら2の 大城元の祖先
へ と続 くうたい方 としては,〈大〉の方がふさわ しい。それにもかかわらず,「四元の神」の後半部
20行が 〈市〉〈平〉に存在するのは,狩 俣での 「四元の神」の優位性によるものであろう。 この 「四
元の神」は,狩 俣の最高位の神女アブソマがよむ主要なタービ 「根 口声」「祓 い声」「ヤーキ ャー声」
に必ず出て くる。大城元の神を頂点 とする 「四元の神」は狩俣の神の総称 とも言 えよう。13「響動
む大城」の 「「四元の神」は,第2章 の大城の神の子孫,大 城真玉につながってい くと考えると,「四
元の神」の第1章 後半部はやは りうたわれるべき根拠があったことになる。大正年間の久貝戸助テ
キスtに もこの後半部はあった。
次の⑯は どうであろうか。⑯の10行は世勝 りが首里王 に貢物 を献上 して品物が下賜 される場面で
「 ●
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ある。世勝 りの功績が首里王によって讃え られる部分で,世 勝 りの名は ここでも くり返されるべきも
のであ ったのだろう。果 して⑯ の10行は久貝原動テキス トにもあった。
二一ラーゲ伝承の生態 と力学
以上の ように,全 体 として見れば,A～Cの 異同はアーグ主がニーラーグを厳格に受け継いできた
という範囲内の ものであ るが,そ の一方でDの ようなアー グ主の理解 と判断に関わる異同 としか見
られない ものをも伴っていた。それは,関 根賢司氏が 「異本」の関係を示唆 したようにω,テ キス ト
の独 自性 を成立させる要因をは らんでいた。Dの 異 同で言 えば,狩 俣昌:喜・平良昌清テキス トは狩
俣吉蔵テキス トよ りも久貝戸助テキス トに近い。 この関係から見ると,狩 俣吉蔵テキス トには独 自性
があった。アーグ主はニーラーグの厳格な伝承者であると同時に,権 威ある管理者で もあった と言え
るのではないか。 しか し,そ れは継承 されず,以 前の伝承 に戻った。そこには 口頭伝承の流動性 とは
また別の,伝 承への方向づけ,言 わば伝承の力学のような ものが働いている と思われ る。
ニーラーグは2人 のアーグ主が先唱 し,そ の後 を大城元の55歳以上の男性氏子20～30人が唱和す
る。1991年から7年 間は後任がいな くて平良畠済民が一人でつとめたが,本 来は2人 制なのであ る。
夏プーズでは前のアーグ主 も隣 りに立つ。 アーグ主の2人 制 も,前 のアーグ主の同席 も,気 が遠 く
なるほ ど長い歌を厳格 に伝承 してい くための,ど うして も必要な制度だったに違いない。それ と同時
に,ニ ーラーグが伝承の間 に逸脱 した り,変容 した りすることへの歯止めでもあったであろう。この
異同にこそ,ニ ーラ…グの伝承の生態 と力学が映 し出されている と言える。
3ア ーグ主の伝承
1999年8月と9月,前 出の狩俣昌喜,平 良昌清の両氏 と大浦貞雄氏(昭 和2年 生まれ)の3人 の
アーグ主経験者に話 を聞 くことがで きた。以一ド,狩俣昌喜氏への聞 き書 きを中心に,2人 の話を参考
に しながら,ア ーグ主による二一ラーグの伝承 について記述 しておきたい。
アーゲ主の選任
大城元の氏子は約55人いて,男 の神役組織はピューヌ主(日取 り主)1人,ア ー グ主2人,サ ズ(佐
事)2人,ポ ーザ(補 佐)2人 で構成される。 この中でピ ュー ヌ主 とアーグ主には厳格 な選任方法が
あ る とい う。
アーグ主,ピ ューヌ主を選ぶ場合 に,大 城元 と志立元の二箇所か らしか選ばないんですよ。狩俣
の生まれなのに,そ んなに区別をつけたかな と。当時は祭 りの人はえらい と考 えていたはずだか
らね,な かなか出せないんだよ。
昌喜氏はこの二役に相当の権威 があった という。その資格者は大城元 と志立元に限定 されて きた。
なぜ志立元の氏子 も対象 となったのかは分か らないが,実 際に志立元の大浦氏が選ばれている。
旧暦 の2月 に,2月 マー ・fとい って,ユ タの前 に行 って,4組 か5組 ぐらい持 って い って教 わ っ
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宮古島狩俣の二一ラーグ アーグ主の広承を中心 に一 一
て くる。2人 組の よ。帰 って きて大城 元に報告に行 ってか ら,そ れを紙 に書いて さ,何 年生 ま
れ,子 年 とか丑年 とか,ユ タの言葉を頂戴 して きて,そ れをみんなま とめて,ユ タに子年がいい
と言われた ら,言 われたムヌスーが3～4名 いた ら,そ れを…番先頭に書 く,次 はまた次の もの
を書 く。今度はそれをひねってお膳 に載せて,こ の世の上座は右の方で,あ の世の上座は左の方
だか ら,大 城元で神様 に向かって振 る。それが左 に落ちるのが一番 くじ,右 の方のは違 う。右の
方のはや り直 し。左の力に三回落ちた らそれが選ばれるんだ。一番 くじと二番 くじを出して もら
うのさ。…悉 くじの人が断 った ら,二 番 くじの人 に くるんだよね。それで も繊ない場合は今みた
いにいないわけさ。昔 とは全然違 う。 お願所,元 に対する関心が薄 くな っている。
アー グ主 の選任は,大 城元の神様の前で神 くじで行われる。 これはウヤーソ(神 女)の 場合 も同 じ
である。その前にユタ(カ ソカカ リャとも言い,神 の託宣をする人)に も判事をもらう。 くじの紙が
なぜ左 に落 ちるのがよいのか分 か らなかったが,あ の世の上座 が左 だか らとい う説明である。アー グ
主 とピ ューヌ主は神の世界に属 するとい うことであろう。ユタの託宣を経て大城元の神様 に選ばれた
という形 を とるの と,そ:れは対応 している。 しか し,1991年か らはアー グ主 が一人 にな り,現 在は
アーグ主 もピューヌ主 も不在である。
アーグ主の継承
アーグ主は2人 制である。2人 同時に交替するこ とを避けているか ら,先 輩 と後輩の関係でニー ラ
ーグの歌唱が伝承 されてい く。
アーグ主 とピ ューヌ主 を両方 やることはない。お じいの座敷の頭は ピューヌ主だ。 ウ トド主の隣
に前の スザ主が立つ。 なぜか とい うと,二 人 が手間取 った とき,応 援 してあげ る責任 があるか
ら 。
先輩 をスザ(兄)主,後 藍 をウ トド(弟)主 といい,そ の隣 りに前のスザ主が立 って,歌 詞が出て
こない時には教 えてあげるとい う。私は夏プーズで何度かこの ような場面を見たこ とがある。 昌喜氏
は前任者か らニーラーグを教わ って,8年 間ア ーーグ主をつ とめた という。
私のア ーグ主の時 には新 里新公 とい って,先 輩 が2ヶ 年一緒 につ とめたか らね。新里 さんが休
ま;れたんだ。後は久貝古雄 といって,そ の人 と一緒 に6～7年 務めた。僕が上役になって,久 貝
さんに出てもらったか ら。
6年以上あんたがや った ら,抜 け ますよと言 った。 まだ2年 だか ら,6年以上はつ とめ ような と
約束 して,出 て もらった よ。僕 は8年 で休んだんだけ ど,僕 の後 には大浦貞雄 とい う人 に出て
もらった。久貝さんの後任には平良さんに出てもらったか らね。
2人のアー グ主はそ;れそれ継 承す る先輩が違 うとい うわけであ る。それを整理 してみ ると次の よう
にな る。
……狩俣金吉(8年)→ 狩俣昌喜(8年)一》大浦貞雄(12年,1990年まで)
… …… … …新 里新 公(不 明)→ 久 貝吉雄(7年)一 》平 良昌清(15年 ,1997年まで)
アーグ主は誰 でもいい とい うことではないよう だ。ウヤーソが先祖代 々ウヤーソを出すニーヌヤー
12
から選ばれる(昌 喜氏の談)の と同 じように,ア ーグ主にも選ばれる家柄があるように見 える。例え
ば,狩 俣森吉氏は吉蔵氏のむ こ,平 良昌清氏 も父親がアーグ主であった。大浦氏の場合はプカマヤー
と呼ばれるム トゥヤーであ り⑤,ニーラーグに出て くる世勝 りの屋敷跡,パ ギンミユマサイに接 して
家がある(地 図参照)。ア ーーグ主 に選ばれる人は家柄からあ る程度予感があるという。
夢 とノー ト
アーグ主に選ばれる と,447行(『平良市史』のテキス ト)の二一 ラーグを覚えなければならない。
その重圧は大変なものだ と3人 とも口をそろえて語った。平良氏の場合は手帳のような小型のノー
トに書いて,毎 朝家族が起 きる前に誰 もいないところで覚えた とい う。その努力は並ひ と通 りでな
い。 昌喜氏 もノー トを持 って い る。
これは写 しただけさ。先輩のを見て書いた。アー グ主はみんな持 っている。 ピャーシのお じいな
んかは小さい紙に書いている。ピャーシは長 くないさね。
昔はね,先 輩の方 が言うのを耳に して覚えた さね。四斗瓶の味噌 を持 って通 った。なんで味噌を
馳
持 って行ったか というと,味 噌がお茶のおかずでね。 今で言うたら茶菓子,お 酒のつまみにもな
る。その二一 リを習 うために,四 斗瓶の味噌がな くなるまで通った という話もある。それが,そ
うはいかない というて,昭 和の初め頃かな,前 里太郎 という人がノー トに書いた。一番最初にノ
ー トに書いた。 それからみんなノー トに写す ようになって,よ んでいるさね。
ノー トはすべて片仮名で書かれている。平良氏は前任の久貝氏のノー トを写 して教わったが,最 初
はまった く意味が分か らず,音 だけで覚えたという。昌喜氏はやは り前任の金吉氏のノー トを写 し
た。四斗瓶の味噌の話は,ニ ーラーグを覚えるのにどれだけ時間がかかったかを象徴的に表す もの と
しておもしろい。ノー トの起源は昭和の初め頃の前里太郎 と,そ の名前 まではっきりと理解されてい
る。昌喜氏の祖父の世代からの明確な伝承なのであろう。大正年間に狩俣新茂ノ… トがすでにあった
ことは知 られていない。
ウタキのことを漏 らしてはいけないとい う怖 さがあったわけさ。そ;れで先輩の方から聞かされな
かったよ。それでム トウのまわりの ことだって,漏 らしたことなかったんだ。
昌喜氏は4,5年つ とめた頃か ら余裕が出てきて,ニ ーラーグの意味 を少 しずつ理解するようにな
ったが,そ こに出て くる神やその内容について,先 輩か ら教えて もらった ことはない という。それ
は,狩 俣の神がヤグミカソすなわち恐れ多い神 という神観念からくる ものである。
昌喜氏はアー グ主に選ばれる前に夢を見た という。
46歳では じめてアーグ主 になる時,あ や しい夢を見たよ。そんなに詳 しくは見なか ったけ どね。
アーグ主になることは全然知 らなかったけれ ど,帳 面をもらう夢 を見た。 それは今思うと,先輩
からあんたが受けなさい という夢だったんだな。
また,交 替する前年の夢について も,次の ように語っている。
マヤノマツメガの家の方にとことこ歩いていった ら,上の方に若い娘がいて,あ んたはここに行




が,お 前のノー トを譲 りなさい}と い う。それが8年 目の時,明 けて9年 目は ズズバ タス(次
に渡 す)だ った。譲る時,お 酒 と塩を持 って行 ってズズバタスをす るんだよ。そのお じいの言 う
ことにはよ,あ んたの家から トゥラヌパーに行け と。夢でよ。 トゥラヌパー とい うのは東の方な
んだよ。 これが僕の後任,大 浦貞雄なんだよ。後任に譲る時は夢さ。夢 もほん とに当たるもんだ
な 。
おばあさんたちがウヤーソになる時に夢を見 るこ とはよく知 られてお り,私 もユーヌヌスの久貝マ
ッさんか ら夢の話 を聞いたことがある。昌喜氏の夢はアーグ主 もウヤー ソと同様,狩 俣の神に仕 える
位置にあ るこ とを示 している。「帳面をもらう夢」では,ア ーグ主の選任がノー トの継承で象徴 され
ている。それはアーグ主を辞める時の,ノ ー トを譲 るという夢 につなが っている。辞める時の夢に見
たマヤノマツメガは,二 一 ラーグの第1章 に山のフ シライの子 で狩俣の祖神 としてうたわれ⑥,その
屋敷跡の大山家にイビ(拝 所)が ある(地 図参照)。「髭を生や したお じい」はアーグ主の祖先のニー
リの神 と見て よい。アーグ主を退 任するのも,二 一 ラーグに出て くる神の夢を見て,神 に辞めるのを
許 され るとい う形をとるのである。
この ように,ア ーグ主はノー トの存在によって象徴される。その背景 に,新 任のアーグ主が先輩の
ノー トを写す ことでニー ラーグを厳格に伝承 してきた とい う,ノ ー トの継承があった ことは間違いな
い。1]頭伝承のはずのニーラーグの継承が逆にノー トに象徴される ところに,狩 俣の伝承世界におけ
る文字の権威の優位性が見え隠れしているのである。
4二 一 ラーグ と里 ウプ ナ ー
ニ… ラーグが里ウゾナーでうたわれることはあま り知 られていない。里ウプナー とは個人の家で行
われ る小 さな共同体の祭 りであ る。私な どはその実態 を,今 年 になって3人 の前アーグ主の話 から
知 った くらいである。 しか し,二一 ラー グが夏プーズ以外の里 ウプナーでうたわれ ることには,か な
り重要な根拠 と背景があるように思われ る。
里ウプナーの起源
昌喜 氏 に よれば,ニ ーー ラー グ は1年 に4回 うた った とい う。 旧正 月元 日と15日,旧6月 の夏 プー
ズ,旧9月 の里ウプナーである。また平 良氏は旧正月15日,夏プーズ,里 ウプナー,冬 ニ ガズ(祖
神祭)の 最後の打ち上げの 日の4回 で,里 ウプナー以外はすべて大城元の南の家でうたった という。
里ウプナー とはそれぞれの里でirl暦9月20日に行 う 「節ますウプナー」のこ とで,そ の起源につい
て昌喜氏は次のように伝承 している。
唐か ら帰 ってきた トウック ドゥソ主は,旧2月 の初めの午の 日に,カ タフツウプナー と言 って,
冬の祭 りの役職者やウブグフム トゥの氏子のために,牛 を一頭殺 してお祝い したそうだ。これは
別のム トウにはない。そ うしたら,ナ カヤシ ドゥというお じいがあんたにだけは負けた くないと






































































































① ウプグフム トゥ ⑩ ナカヤシドゥの屋敷跡
② ナーマム トゥ ⑪ パルマヤー
③ シダティム トゥ ⑫ ナカヤシ ドゥのイビ
④ ナー ミム トゥ ⑬ マヤノマツメガのイピ
⑤ ニスヌヤーム トゥ ⑭ プカマヤー
⑥ マイニ ャーム トゥ ⑮ ウーブヤー
⑦ カニ ャーム トゥ ⑯ ユマサンシ ュのイビ
⑧ アラグフム トゥ ⑰ パギン ミユマサイ
⑨ ザー ⑬ ウヤンマ ミヨーナズのイビ




トウツク ドゥン主は子 ど事の時 に中国に連 れていか;れ,妻帯 して役人になったが,故郷忘じがた く
狩俣に帰 って きた という伝説的人物。牛 を殺 して帰郷を祝った という口碑が残 っている軌 トウツク
ドゥソ主が始めた カタフッウプナーに対抗 して里ウプナーを創始 したナカヤシ ドゥは, アブソマがよ
む 「仲屋勢頭鳴響み親の ター ビ」にその名があ る。素性 も事蹟 も不明であるが,「鳴響み親」 とは祖
先神,豊 穣 ・豊年 を賜われる神,神 女の敬称 に用い られるという(8)。2年前までアブソマをつとめた































のだと説明 して くれた。伊 良部さんはユーヌヌス と交替で,里 ウプナーの 日にパルマヤーのナカヤシ
ドゥのイビでニガ リ(祈願)を していた という(写 真②)。
ナ ーヤ ー とウ ーブヤ ー
このような小共同体の祭 りはかっては里ご とにあ った と昌喜氏は記憶 している。
昔は十河 ヶ所の拝所でやったんだけ ど,今 は消 えてね,2,;;ヶ所 しかないんかな。里ウプナーは
旧9月 だか ら,今10月 にや ってい る。 拝 所 は ア ー ラ グフ,カ ニ ャー,マ ヤ ー,ナ ー ヤー,ス ブ
ヤー,ウ ーブヤー,マ エヤデー,そ ういう拝所があ った。隣組みたいな集ま りなんだね。今は消
えてないよ。今はウーブヤー しかないん じゃないかな。ナーヤーは どうなっているかな。 アー ラ
グ フ,パ ル マヤー,そ この イ ビで,ナ ー ヤ ーで ニー リを一番 つ とめ て,パ ル マ ヤー で二 番 つ とめ
て,ウ ーブヤーで残 り全部つ とめた。ナ カヤシ ドゥとい うお じいが トウツク ドゥソ主には負けな
い とい うて,ム トウの偉い人たちを自分の家へお供 して歌をうたわせたわけさ。アーグ主に。そ
れが由来でずつ一 とやってきたんだけれ ども,僕 等の弟(ウ トド主)まではやっていたはずだよ。
ついこの前から止めてい るはずだ。 これが里 ウプナーだ。あそこの長男の年に合わせてや って る
んだ よ。兼村忠治先生が午の年だ ったか ら。里ウゾナーは兼村先生の家でや られていた。 そこが
本家だったから。久貝,大 浦 さん まではやっていた。パルマヤーでナカヤシ ドゥが亡 くな った も
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ま って,今 もうアーグ主 もいないか ら。
二一 ラー グが うた われるのは,ナ ーヤー とウーブヤーでの里 ウプナーにおいてであ る。ナー ヤーは
大城元のす ぐ東にある兼村家のことで,ウ ープヤーは志立元の南にあ り,プカマヤーの大浦家 とは隣
り合わせの家で,現 当主は平良恵長氏である。平良家の裏がパギソミユマサイと呼ぶ世勝 りの屋敷跡
で,平 良家の敷地にユマサンシュ(世勝 り)のイビが祀 られている(写真③)。またその屋敷跡にも
ウヤンマ ミョーナ ズ とい う世 勝 りの妻 と伝 え るイ ビがあ る(写 真④)。ユマサソシ ュのウ ドヌ(屋 敷
跡)と イビは東門の近 くの森にあるという伝えもある。
世勝 りを祀る家とウイカヌス
里ウプナ ーでは1997年の10月20日までは平良 昌清氏 に よって二一 ラーグが うたわ れていた。昌清
氏め話では,午前中に兼村家で二一ラーグの前半第4章 までうたい,夕 方から平良恵長家で後半の第
5章をうたったという。兼村家はナカヤシ ドゥすなわち大城元の神の子孫につながると考えられてお
り く昌喜氏の談),二一ラーグの大城元に祀 られる祖神の系譜を当家で うた う根拠は十分にあった と
思われる。 また後半の第5章 は世勝 りの活躍 と狩俣の繁栄がうたわ=れるところで,そ の屋敷跡であ
り,その子孫 とも伝えられる平良恵長家で歌唱されるのは,こ れも十分に根拠があることと言わねば
な らない。
昌喜氏 がアーグ主の時 は少 し違 っていて,里 ウプナ ーに おいてはまず,ニ ー ラー グの1番 をナー
ヤーの兼村家で うた い,2番 をパルマヤー,残 りをウー ブヤーで うたった という。 パルマヤーは久貝
主の屋敷跡と伝えている。
パ ルマヤーの久 貝主 といって,ニ ー リに出て くる。 「クガイシ ュウガピ ャスケ,ミ ョ一 二 シ ュウ
ガ ピャスケ」 といって ね。仲宗根豊見親,フ ソナ ウの真土 とニー リにあるか ら,そ の時代の人 じ
ゃないかね。
ただ,久 貝主は世勝 りの こ ととも考 え られ るか ら〔9),パルマヤーはナカヤ シ ドゥの屋敷の一 部で,
世勝 りはそ こで亡 くな った とも解 される。 いずれ に して も,パ ルマヤーはナカヤシ ドゥゆか りの地で
あ り,ナカヤシ ドゥは大城元の神の有力な子孫であるとすると,その場所でニーラーグがうたわれる
根拠 は十分にあ った こ とになる。
最後に,現在の世勝 りのニガリに若干触れておきたい。砂川よし子さん(昭 和12年生まれ)は ユ
マサン シュ(世 勝 り)を 学問,交 通 の神 と してニガ リを し,ま た大城元の ウイカヌス(学 問の主)も
っ とめ てい る。 ユマ サ ソシ ュの ウガソ(願 い)は 毎 月1日 で,大 城元,平 良恵長家(ユ マサ ン シ ュ
のイビ),パ ギソ ミ(ウ ヤソマ ミ ョーナズの イビ),ウ プヤマ(マ ールウヤブズ)を 廻 ってニ ガ リをす
るという。ユマサンシュは大城元の始祖神ウマティダの子で,マ ールウヤプズはその兄弟だと砂川さ




宮古島狩俣の一大叙事詩 というべき二一ラーグは,その構想 と表現から見て,他 に類例のないすぐ
れた 口承文芸の一つであることは間違 いない。 本論 では特 に,ニ ー ラーグ とい う叙事文芸を文学研究
の側から論 じていくための基礎的な報告 と考察を行った。ニーラーグの表現 とその文芸性を分析する
に は, テキス'トやそれを取 り巻 く伝承,そ してアーグ主という伝承者の存在など,狩俣の社会的民俗
的な基盤や背景をおさえておくことが必要だ と考えたからである。
本論では,考察の対象をニーラーグの伝承世界を明らかにすることに限定 したために,狩俣の他の
神歌 との関係についてはほ とん ど触れる ことがで きなかった。 この点 については,す で に外間 守善氏
が 「ター ピ,ピ ャー シ,フ サや,神 話,伝 説な どを下敷 きに して次第 に積み重 ね」 られた とし,特 に
「真津真良の フサ」 がニーラーグの第2章,第3章 の中 に再生産 され ている と指摘 している㈹。その
ような タ}ビ ・ピャーシ ・フサ を視 野に入れたニーラーグの生成論 については今後の課題に したい と
思 う。
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